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 環動ゲル [1] は polyrotaxane 中の cyclodextrin を架橋することで得られる
ゲルであり、新しい架橋構造を有している。このゲルは従来のゲルと比べて非
常に高い伸張率、膨張率を示し、また伸張時の応力-伸張曲線が従来の化学ゲル
とは異なっており、非常に特異な物性を示す。この特異な物性の原因は、この
ゲルでは８の字の架橋点によりトポロジカルに線状高分子が拘束されているた
め、線状高分子が架橋点を自由に通り抜けられる（滑車効果）ためであると考
えられてきた。実際に動的光散乱測定からは線状高分子上を動く架橋点の運動
モードが観測されている。 
 我々は BL-15A において溶媒を変化させたときの環動ゲルの小角散乱像変化
を測定した [2, 3]。その結果、良溶媒下では８の字架橋点が均一に分散し、ガ
ウス鎖由来の散乱しか観測されなかったのに対して、貧溶媒下では８の字架橋
点が凝集していることが明らかになった。また、ゲルを一軸延伸させた時の二
次元散乱像から、良溶媒下では８の字架橋点が高分子鎖を自由に通り抜けてい
ることが示唆される一方、貧溶媒下では高分子鎖が８の字架橋点を通り抜ける
ことができず、滑車効果が失われていることが明らかとなった。これらの測定
結果は、環動ゲルの力学的特性をよく説明している。 
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